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「第１４回インディバ®・コンベンション」１１月１５日に開催！
脂肪細胞の増殖・肥大化抑制も発表
「インディバ®」ユーザーによる新たな施術提案も

　日本で20年以上の歴史を数える「インディバ®」は、全身どこでも使用可能な機器ですが、エ
ステティックの分野ではボディシェイプ目的の施術が多く、多くの導入サロンが肥満対策として
成功を挙げています。しかし多くの事例がありながら、これまで医学的に明確な根拠は解明され
ていませんでした。この点について「第１４回インディバ®・コンベンション」では東海大学名誉教
授、谷野隆三郎先生が、「『インディバ®』による脂肪細胞増殖・肥大化・蓄積の抑制効果」の演題
で、医学的見地から実証した研究結果を発表します。
　発表では、今ある過剰脂肪を抑えるだけでなく、これからできる脂肪細胞の抑制についても
明らかにされる予定。増加する可能性のある脂肪細胞を抑える効果は、従来の美容機器では見
られなかったことで、エステティックの中で特に需要が多い肥満において、「インディバ®」が他の
機器の一歩先を行くことを明確にすることになります。さらにスペインから電磁波研究の第一
人者、ラモン・イ・カハル研究所上級研究員アレハンドロ・ウベダ博士が来日し、ヒト幹細胞の脂
肪細胞分への分化における「インディバ®」のかかわりについて発表します。高機能な「インディ
バ®」の独自性を、さらに際立たせるものとなるでしょう。

スポーツ・治療分野の「インディバ®・アクティブ」からの発表も
　施術については、昨年のコンベンションで参加者から好評だった、ユーザー同士の「インディバ®」の勉強会である
「インディバ®・ゴールデンクラブ」が今年も新たな使用事例を発表するほか、新たに誕生した「関西インディバ®研究
会」、「九州インディバ®研究会」からも発表が行われます。これも施術メニューのヒントになること間違いなしで要注
目ですが、ユーザー間でこうした組織が生まれるのは、それだけ「インディバ®」が使えば使うほどに奥深く、その魅力
を仲間で共有したいという思いからなのでしょう。インディバ・ジャパンでも勉強会について今後、全国各地に増える
ことを期待しています。
　なおコンベンションでは、インディバ・ジャパンがスポーツ・治療分野へ展開している「インディバ®・アクティブ」につ
いても二題、発表があります。導入施設からは姿勢にフォーカスした施術事例が報告されますが、正しい姿勢は美し
さにも大きくかかわるので聴いておきたいところです。
　もう一題は腰痛に悩む競輪選手へのケアについて。どうやら選手の腰痛はハイヒールを履く女性の腰痛と同じメ
カニズムらしく、こちらも施術に活用できそうです。
 昨年は参加者が４００名を超え最大規模となった「インディバ®・コンベンション」。今年は脂肪細胞への効果の発表と
いう大きな話題に加え、昨年以上に幅広いテーマをラインアップ。「インディバ®」に関心がある方は、この機会にぜひ
参加されてみてはいかがでしょうか。

第１４回インディバ®・コンベンション
開催日時：２０１５年１１月１５日（日）１０：００～
開催場所：TKPガーデンシティ品川（品川グース内）
問合せ先：株式会社インディバ・ジャパン
TEL：０３-５７６８－８８７１

インディバ・ジャパンの取り組み　その（１）
　まずは、「クリーンナップ キャンペーン」です。
皆さんもご存じのことと思いますが、エステ業界は今、「畑」同様の市場になって
います。黙っている稲に肥料を与え、育ってきたら食べられる。要するに、営業に
使用する機械でありながら、いい加減な知識（不十分な知識）を吹き込まれ、あ
るいは、薬事法の規制を無視した宣伝で高い施術機器を買わされる…数年後に
はその販売会社が倒産、撤退で行方不明となり無価値なものと成り果て、残る
はローンやリースのみ。これが現実であり、被害者が続出しているのです。「ボッ
クス」を買わされているようなものです。
　最近では、「再生医療」（幹細胞など）まがいのエッセンスまでがエステ市場に
不当に出回っていると聞きます。メーカーや業者にとって、市場を「聖地」とする
ならば、エステティックで導入されている機器は「家宝」でなければならないの
です。
　対してあまりに無責任な「売れ！ 売れ！ 売れ！」主義のメーカーや業者により被
害者が続出し、業界の発展に大きな妨げになっています。関係各省庁も縦割り
で有効的な行政指導も「立ち往生」状態である今、現状を「クリーンアップ」でき
るのは、常識ある皆さん自身なのです。

インディバ・ジャパンの取り組み　その（２）
　私達は、「インディバ®」という世界でも珍しいマルチ機能・幅広い有用性をも
つ「高周波中波領域温熱機器」を、開発したスペイン・インディバ社と多くのユー
ザー（ファミリー）にサポートされつつ普及してきました。日本市場という超大国
の販売窓口として「信頼」かつ「威信」をもって「教育あっての販売」を行なってき
ました。
　そして、多くのファミリーは、我々と密着し、日々新たな「インディバ®」の可能
性を追求しており、この度の「第14回インディバ®・コンベンション」にも、多くの
皆さんがその為の準備をしております。
　我々は、「教育」なくしては「販売」するべきではない！という基本方針を貫き通
してきました。これを具体化しているのが「機器８年間保証」と「継続的無料講
習」です。こうした姿勢から「インディバ®」の計り知れない可能性がまだまだ生
まれてきます。昨年から今年にかけても多くの研究・実験による実証（エビデン
ス）がありました。　　
　今年の発表にもご期待ください。

２１年目のスタート。「成人」としての信念を込めて、関係する各分野の皆さんと共に、
さらに様々な挑戦をしてまいります。一層のご愛顧・ご教示の程、お願い申し上げます。

「インディバ®」にしかできないことが
エステティックを社会貢献に導く

～インディバ・ジャパンの新たなる取り組み～

急務の課題、健康寿命の延伸
エステティックができること
　深刻な社会問題に貢献できるエステティック「一石三鳥戦略」。
　これは、昨年から株式会社インディバ・ジャパンが打ち出しているものです。
「健やかに美しく」
「いつまでも若々しく」
　さらに、エステティックの相乗効果による「健康寿命の延伸」
「この『一石三鳥』をかなえることこそ、エステティックによる社会貢献であり、
今後のエステティックに求められることなのです」(山口会長)
　この戦略の背景には、現在の日本の少子高齢化があります。長寿大国といわれ
て久しい日本では、2013年の平均寿命が男女ともに世界のトップになりました。
「寿命が延びるのは大変喜ばしいことです。しかし問題は、平均寿命と日常生活
を送ることができなくなるまでの健康寿命との間に、開きがあること。平均寿命
と健康寿命の差は男性で約9年、女性で約12年あります。これだけの長期にわ
たって要介護の状態では、ご家族に大変な負担がかかってしまいます。だからこ
そ、健康寿命の延伸は、急務の課題なのです」(山口会長)
　厚生労働省でもメタボリック・シンドロームを超える深刻な社会問題となって
いるロコモティブ・シンドローム対策を打ち出しています。
「健康寿命と平均寿命の差の短縮にあたって、政府がターゲットにしているのは
“健康”。ですが、我々は“健康”プラス“健やかに美しく”も不可欠なターゲットと
考えています。美と健康の両方があるからこそ、真の意味でQuality of life(生活
の質)の向上ができるからです」(山口会長)
　エステティックなら、誰もが望む「健やかに美しく」、「いつまでも若々しく」をか
なえることができます。そして、「インディバ®」の導入によって、エステティックの
相乗効果による「健康寿命の延伸」も期待できるのです。

脂肪細胞の増殖、肥大化、蓄積も
抑制する「インディバ®」
「インディバ®」の高周波温熱・非熱を用いたエステティックの施術を受けた方
からは“スリムになった”“痩せた”などの声が非常にたくさん寄せられています。
「確かに実績はあるのですが、なぜ『インディバ®』で体脂肪が下がってきたの
かなどのエビデンスに欠けていました。そのため、数年前から県立広島大学生命
環境学部生命科学科（当時）の三羽信比古教授、スペインのラモン・イ・カハル医
学研究所上級研究員のアレハンドロ・ウベダ先生に研究を依頼していたのです」
(山口会長)
　その結果実証されたのは、驚くべき内容でした。
「詳細は第14回インディバ®・コンベンションでの発表となりますが、体内の過
剰な脂肪を減少させることに加え、今現在、体の中で作られている脂肪細胞を抑
制できると実証されたのです。非常に画期的なことです。特に脂肪細胞の抑制に
ついては、0.448MHzの微弱電流を流すことで、抑制できることが明らかになり
ました」(山口会長)
　今までの痩身は、今ある脂肪をいかに減らすかということに絞られていました
が、「インディバ®」を使用することで、脂肪の減少、抑制の両方のケアができるの
です。これによって、単に美しさだけでなく、本当の意味でのボディシェイプ、「健
やかな美しさ」、ひいては「健康寿命の延伸」を実現することが可能になったとい
えます。
　脂肪の減少・抑制ケアは新機能ではなく、現在販売している機器で行なうこと
ができます。
“教育あっての販売”をモットーにしている株式会社インディバ・ジャパンでは、
エステティシャンへの講習、マニュアルの作成、お客様に配布する漫画冊子の作
成などにも注力し、正確な情報の普及につとめています。
「『インディバ®』をどう使えば結果が出せるのか、実証できるものを用意してま
いりますが、最終的にはお客様に伝えていかなければなりません。私は日本のエ
ステティシャンのクオリティは世界に誇れるレベルだと思っています。エステティ
シャンの皆さんにはテクニックに加え、美というものの本質を理解していただけ
たらと思っています」 

エステティック業界のみならず、広く一般にまで知られている
高周波温熱機器「インディバ®」。
スペインで開発された「インディバ®」の日本総輸入元・販売元の
株式会社インディバ・ジャパンでは、
多くの可能性に満ちた「インディバ®」のさらなる発展のため、
新たな戦略を打ち出しています。
日本の現状をふまえ社会貢献を視野に入れた戦略について、
山口祐司代表取締役会長にお話を伺いました。

株式会社インディバ・ジャパン
山口祐司代表取締役会長

スペインのラモン・イ・カハル
医学研究所 上級研究員の
アレハンドロ・ウベダ先生

幅広い美容効果が期待できる
エステティック専用機器
「インディバ® ER42」

大盛況をおさめた2014年の
「第13回インディバ®・コンベンション」

美容業界における「インディバ®」の役割を語る山口会長
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株式会社インディバ・ジャパンが毎年秋に開催する、高周波温熱機器「イン
ディバ®」の有用性・有効性を発表する場である「インディバ®・コンベン
ション」は今年、１１月１５日（日）に行われます。１４回目の今年は、多くの
成功報告がある「インディバ®」による肥満への効果について、医学的見
地から見解が示されたことの発表が最大のトピック。また例年好評の施術
事例も今年は豊富にそろえ、参加者にとってはエビデンスと新たな施術の
ヒントの双方を得られる、有意義な一日となります。


